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以上要するに， α， ß 不飽和カノレボニノレ化合物を原料とし，オレフインとの光付加反応によって，
各種のオキセタン化合物の合成に成功し，その機構について著者の見解を明らかにしたことは，乙の
方面の工業的進歩に寄与するものと思われ，よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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